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将来的な核融合炉では、プラズマは主として

アルファ粒子による電子加熱が想定される。従

って、核融合炉での運転シナリオの構築、プラ

ズマパラメータの予測のために、電子加熱主体

の状況において、エネルギー緩和過程を通して

どの程度高いイオン温度 (Ti) が実現されるの

かを明らかにする必要がある。

LHDにおいて、大電力の ECRH を主加熱と

して用いた実験において、エネルギー緩和過程

でのイオン加熱効果を調査した。本実験では、

プラズマの保持と Ti計測のために 3.8 MW の

NBIを入射し、そのプラズマに対して、~1 MW

の ECRHを 5ライン、中心フォーカスの条件で

階段状に重畳した。

図 1 に (a) 電子温度 (Te) と電子密度 (ne)

の径方向分布, (b) Tiの径方向分布を示す。白抜

きの点はECRH重畳無しの条件、塗り潰しは 4.8

MWの ECRHが重畳されている条件である。こ

れら電子密度分布はこれら二つの条件でほぼ

一致している。中心入射した ECRHにより、Te

だけではなく Tiも、プラズマの全領域において

増加していることがわかった。Tiの径方向分布

は放物型で、ECRH重畳による分布形状の変化

は見られないが、中心 Tiは 1.6 keVから 2.0 keV

まで増加している。

ECRH による Ti の上昇は広範な密度領域

(1.3x10
19

m
-3

< ne < 5.0x10
19

m
-3

) で観測された。

Tiの増加は ne ~2.5x10
19

m
-3までは上昇するが、

さらに高い密度では飽和することがわかった。

また、中心のイオン圧力は、熱緩和によるイオ

ン熱流束に対して、0.5 乗で増加することが示

された。
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図 1. (a) 電子温度 (Te) と電子密度 (ne) の径方向分布, (b) Tiの径方向分布を示す。白抜き

の点は ECRH重畳無しの条件、塗り潰しは 4.8 MWの ECRHが重畳されている条件。


